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砂糖中の不､純物について　（その一）
　　分光分析による無機成分の定性
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Qualitative Spectrographic Analysis of Inorganic E!ement
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ＝緒　　言
　砂糖中昔不純物としては還刄糖’有機非糖分’及び訳分炉考えられている．殊に無機成分は裾物
煎糖操作　を妨げ糖蜜生成の主因となり，又砂糖製品の味等にも影響炉大きいといわれている．一
般には茨分として総括的に現わされているが，砂糖に対する転化或いは着色等こ）各種の反感は，主
として各元素とその化合物特有の性質に基因するものであるから，砂糖の品質に影響を輿え･る無機，
成分の分布及び含有状態を知ることが要求される・　　　　　　　　　，
　そこで今回は精糖過程の各段階にある砂糖を対象として分光分析によって定性的に無機成分の分
布を桧べすこのでその結果を報告する．　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ，分柝試料及び分柝方法
　1）試料
　一精糖会此に於いて各工程から得られる製品を集曲七．即ち精製上白，グラニュー糖，双目糖，珍
製中白，精製三献直消双目, state !3o山ng System による４番，５番，６番糖，在来の煎糖方
法による４番，５番／6番，二重分蜜を行っ7こ６番糖及び洗糖，原料糖（台湾産）でその他に含蜜
糖として白下糖（高知産），黒糖（種ケ島産）を選んだ.
　2）方法
　使用装置2）は島津分光寫具器QF-60型で発光粂件としては匯流孤光放電によって各試料を発光’
せしめすこ．袖助電極として純粋廓素電極棒を用い尤．極間電流５～６ Amp. （Ａ．Ｃ･220V),露光時
間40 sec. 極間2 mm.充填試料は粉末状のまゝ約O.lgを要しすこ．
　以上の条件によって撮影しずこスペクトル寫具によって定性分析を行っ仁．
　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ．分柝結果とその楡討
　分析結果は表－Ｉに一括して掲げ7こ通りである．各試料相互間の含有量の比較をスペクトル線の･
強度から牛定量的に示しすこ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　但し比較は縦の列にっいてのみ行われるものであって各元素向の比較は示さない，
　試料中，原料糖，白下糖，黒糖等豚含まれる無機成分は甘荊生育地の土壌成分の影響を受けるが.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）精製過程中で殆んど炉除去される．しかし一方精製途上　でＣａ,或はＦｅ等の増加する場合もある．
　分析の結果を要約してみると
　1）分析に用い7二砂糖中の無機成分としてAl, Ca, Fe, Mg, K, Si, Ti, Sr, Cu等９種を嶮一
出することが出来7こ，
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備考：表中の記号について　　　　　　　　ト
　　＋＋＋＋＋　　主体元素が非常に多Iいぐ
　　　＋＋＋＋　　主体元素が多い。，トI.。
　　　　＋＋＋　　不純物としての元素か非常に多い｡
　　　　　＋＋　　　　　｡々　゛I　　　　　。多い｡
　　　　　　＋　　ヌペクトノレ線が耕明に現われている.
　　　　trace　　スペクトノレ線が現われてりIるン
　　　　　　　’　中間の値を示す．･．　　　‘
　２）いづれの砂糖にも含有されている元素はＣａである．又殆んどのものに含有されているもの
･はＭｇである．　　　　　”べ‥‥　‥
　3）Ｋは精製糖中には殆んど見出されない.
　4) S,･P, Cl等は分光分析に於いては検出困難である.
　5）本分析によって検出か
　6）有害元素としてＣｕが見出され7こがPb, Asは検知されなかっ7こ.
　7）主体元素として考えられるCa, Me, Si等は裾物及び含蜜糖中に多く，一般にhard
SugarはSoft Sugar よりも含有量が低いL
　次ぎに文献から引用し7こ化学分析値の一例を挙げて考察してみることとする．　　　　・
　　　　　　　　　　　　砂糖中の不純物について　　（其の一）　（小坪）
　　　　　　　　　　　1）< I ) Muscovado （Ａｓｈ（1.02％）
　　　　　　　　　　The items ｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　　　　　　Insoluble in boiling nitric acid　　　　　。
　　　　　　Potassium oxide
　　　　　　Sodium oxide
　　　　　　Calcium oxide
　　　　　　Magnessium oxide
　　　　　　Ferric ｏχide　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
　　　　　　Chlorine
　　　　　　Sulfur trioxide
　　　　　　Phosphoric acid
　　　　　　undetermined
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）（I）耕白糖工場に於ける分析値’
混合糖汁
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　’・－
３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3〕分光分析に於いて検出量の極めで少なかっ7こＫ２０及び検出困難であっ7こci, so 等はその大
部分か糖蜜中に移行集積される7こめ分蜜糖には殆んど見出されない炉含蜜糖殊に白下糖に相当量残
存している．
　全般的に砂糖中に含まれているＣａ，Si3）等は硫酸ルレシウム，燐酸カルシウム或いは珪酸とな
って精糖途上に於いて析出し砂糖の結吊卜吸着されるもののようである．
　砂糖はそのｐｕritｙ炉高まる程無機物　の溶解度は減するから上物糖ほど吸着度炉低くなるわけ
であ石.
　　　　　　　　　　1）又アルカリ性友分(Ca, Mg, K etc)は砂糖の着色度を増加させる傾向炉あるからこれらの含
’有量の多い裾物ほど着色度は高くなる．
　概して次分含有の塘加は一種の緩衝効果をもっ7こめに砂糖に対する転化力は低く，上物は次分量
が少いのにも拘らす加水分解によって転化が促進されるということは少量の酸性塩がPureの状態
で含有されている7こめであろうと推察される.
　　　　1）鉄塩 も加水分解作用によって強い転化カを持ち極めて暗い色の鉄のPolyhydroxyｲﾋ合物を作
-るといわれＦｅの存在は転化と着色の両面に影響が大きい様である．
　本分析に於いてＦｅの検出され仁ものは中白，三白，及び５番，６番，白下糖，黒糖であっ了こ.
　　　3）Cl は概して海岸地帯で探取され7こ甘熊中に含まれこれ等を原料とし7こ場合に多く見出される．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ly●総　　　括
　1）精糖過程各種段階の砂糖を試料として分光分析し7こところ嶮出され7こ元素は９種であっ7二．
普遍的に含有されているものはCa, Mg, S:で部分的に存在しでいるものはAl, Fe, K, Cu,
Ti, Ｓｒ等であった．これ等は原料に基因するものと精糖過程で添加或いは除去されるものとの二.
つの経路が考えられる.
　2）文献による化学分析値と比較し7こところ･分光分析法に於いてはCl, S, P等が嶮出困難であ
る7こめ砂糖中の主要次分を把握出来ない憾みがある．しヵヽし微量不純物としてのTi, Sr, Cu等を
簡単に探知することも可能でめるから分光分析と化学分析を併用することによりでより正確な結果
を求め得る.
　3）精糖過程に於ける友分含有の変化を観察し砂糖に対する転化力及び着色度に男える影響にっ･
いて考察したところ，アzレカjﾘ性荻分の分布は裾物糖に多く，Ｆｅも同様の傾向がみとめられた．
又Ca, Ｍｇ等S03と結合し易いものは砂糖の品質低下に件って含有量が増し砂糖の転化を促進さ･
せるものと考えられる.
　Hard Sugar はSoft Sugar より概して次分の除出量炉少くPureである．
　精糖過程を異にする４番，５番，６番糖にっいてみるとStrate Boiling System によるものの･
方が従来の煎糖方法によるものより　Ca, Mgの含有量が多く，同じ６番糖の中では二重分蜜によ
る方法のもの炉最も友分含有は少い．
　終りに分析試料を御提出下さっ7こ塩水港精糖の方々並びに分光装置の使用に際し御便宜をお計り
頂き多大の御協力を賜った島津製作所研究部の橘芳実，山口昇の両氏に厚く御祀を申上げると共に，
本研究に終始御助言御指導を頂い7こ当学部大庭教授に対し深謝致します.
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